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文
武
両
道
の
精
神
を
堅
持
し
地
域
教
育
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
木
造
中
学
校

（
三
浦
正
人
校
長
）
が
11
月
８
日
、
全
校
生
徒

４
１
０
人
を
は
じ
め
歴
代
校
長
や
父
母
ら
１

３
０
人
が
出
席
し
て
閉
校
記
念
式
典
を
行
い

ま
し
た
。

　
同
校
は
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
創
立
。

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
出
精
中
、柴
田
中
、

川
除
中
と
の
４
校
で
名
目
統
合
し
、
１
９
７

４
（
昭
和
49
）
年
の
新
校
舎
完
成
に
伴
い
実

質
統
合
と
な
り
、
８
，
７
２
０
人
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
福
島
市
長
が
式
辞
を
述
べ
、
三

浦
校
長
が
「
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
て
き
た
木

造
中
の
歴
史
と
伝
統
が
、
い
つ
ま
で
も
皆
さ

ん
の
心
の
中
に
生
き
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
ま
た
、
生
徒
会
長
の
工
藤
翔
君
（
３
年
）

が
「
木
造
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
多
く
の
人
の

た
め
に
役
立
て
た
い
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出

を
く
れ
た
学
舎
よ
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
思
い

出
の
言
葉
を
語
り
、
生
徒
、
出
席
者
ら
が
校

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

伝統ある学舎が閉校
来春3校統合し新「木造中」

木造中学校閉校式

　
屏
風
山
の
松
林
に
囲
ま
れ
知
・
徳
・
体
の

調
和
が
と
れ
た
生
徒
を
育
ん
で
き
た
木
造
西

中
学
校
（
吉
田
明
子
校
長
）
が
11
月
15
日
、

43
年
間
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
閉
校
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
校
は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
出
来
島
、

吹
原
、
越
水
、
下
福
原
の
４
中
学
校
が
統
合

し
て
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
２
，
５
０
０
人
余

り
の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
式
に
は
全
校
生
徒
57
人
、
来
賓
お
よ
び
保

護
者
ら
１
３
０
人
が
出
席
。
福
島
市
長
が
式

辞
を
述
べ
た
後
、
吉
田
校
長
が
「
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
学
校
が
閉
校
に
な
る
の
は
と
て

も
寂
し
い
。
心
の
ふ
る
さ
と
西
中
を
い
つ
ま

で
も
忘
れ
ず
、
自
分
の
夢
が
実
現
出
来
る
よ

う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
を
代
表
し
て
生
徒
会
長
の
吉

田
康
祐
君
（
３
年
）
が
「
楽
し
い
時
、苦
し
い
時
、

悲
し
い
時
も
僕
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
た
西

中
。
ご
苦
労
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て

さ
よ
う
な
ら
」
と
学
校
生
活
を
振
り
返
り
、

生
徒
全
員
で
「
心
の
中
に
き
ら
め
い
て
」
と

校
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

木造西中学校閉校式

閉校する寂しさを胸に校歌を斉唱する木造中の生徒たち

学舎と地域の方々へありがとうの思いを込め「心の中に
きらめいて」を合唱する木造西中の生徒たち

　
縄
文
晩
期
に
栄
え
た
亀
ヶ
岡
文
化
発
祥
の

地
と
し
て
祖
先
の
偉
大
な
歴
史
と
伝
統
が
生

き
続
い
て
い
る
館
岡
中
学
校
（
本
間
正
明
校

長
）
が
11
月
16
日
、
地
域
と
共
に
歩
み
続
け

て
き
た
62
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
閉
校

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
創
立
。

創
立
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
４
，
３
２
４
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
福
島
市
長
が
「
閉
校
は
次
の
飛

躍
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
寂
し
さ
に
憂
え
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
が
新
し
い
感
覚
を
や
し
な

い
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

本
間
校
長
が
「
館
岡
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
自

分
の
力
の
源
と
し
て
、
築
い
た
伝
統
を
受
け

継
い
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
思
い
出
の
言
葉
で
は
、
生
徒
会
長
の
成
田

留
衣
さ
ん
（
３
年
）
が
生
徒
た
ち
の
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
学
舎
と
歩
ん
で
き

た
思
い
出
を
語
り
、
全
校
生
徒
が
呼
び
掛
け

形
式
で
学
校
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

館岡中学校閉校式

リコーダー演奏に合わせて、館岡中への思い出を語る生徒会長の成田さん

　１０月19日、26日、11月２日の３日間、平成20年度つがる
市市民スポーツ大会が開催され、６競技に約４００人が
参加し熱戦が繰り広げられました。

優  勝
　稲垣Ｂ（稲垣町）
第２位
　稲中男子（稲垣町）
第３位
　NAKANO The World（木造）
第３位　木造Ａ（木造）

バレ－ボ－ル

市民スポーツ大会

稲垣体育館
優  勝
　ジクロルボス（稲垣町）
第２位　強（稲垣町）
第３位
　斉藤（稲垣町）
第３位
　コカ・コーラ（稲垣町）

ニチレクボール 
稲垣体育センター

優  勝　ヒラカワ事務器（柏）
第２位　福島組（木造）
第３位　ＳＵＲＵ（サル）（木造）
第３位　車力バスケット
　　　　ボ－ルクラブ
　　　　（車力町）

バスケットボ－ル
木造中学校体育館

優  勝　稲垣Ａ（稲垣町）
第２位　稲垣B（稲垣町）
第３位　大畑（木造）
第３位　三ッ館（木造）

ゲートボール 
柏体育センタ－
多目的運動場

●小学生男子の部
優  勝　向陽Ａ
第２位　穂波Ａ
第３位　向陽Ｂ
第３位　瑞穂Ａ

●小学生女子の部　
優  勝　向陽Ａ
第２位　向陽Ｂ
第３位　穂波Ａ
第３位　穂波Ｂ

●一般の部
優  勝　チーム小山内
第２位　チーム秋田谷
第３位　チーム生田
第３位　悟空クラブ

優  勝　岩崎・小山内
　　　  （チーム小山内）
第２位　山本・藤本（悟空クラブ）
第３位　須藤・一戸（木造西中）
第３位　生田・新岡（チーム生田）

〈団体の部〉

●小学生男子の部
優  勝　新岡英人（向陽小）
第２位　一戸謙太（穂波小）
第３位　小玉健太（向陽小）
第３位　須藤穂高（瑞穂小）

●小学生女子の部
優  勝　小山内優菜（向陽小）
第２位　長谷川恵理（向陽小）
第３位　中川瑞貴（向陽小）
第３位　野呂柚南（向陽小）

●一般男子の部
優  勝　長谷川竣（木造西中）
第２位　藤本昌弘（悟空クラブ）
第３位　境谷涼太（木造中）
第３位　坂本和樹（木造西中Ｂ）

●一般女子の部
優  勝　岩崎花音（チーム小山内）
第２位　新岡由菜（木造中）
第３位　新岡結衣（Ｋ・Ｙ・Ｎ）
第３位　長内真鈴（Ｋ・Ｙ・Ｎ）

〈個人の部〉〈個人の部〉

〈一般ダブルスの部〉

卓　球 
穂波小学校体育館

優  勝　盛真人・盛昭人チーム
第２位　長谷川順哉・福田慎太郎チーム
第３位　葛西裕・奈良岡祐太チーム
第３位　秋田谷湧登・神和磨チーム

 バドミントン 
木造体育センタ－
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第２位　新岡由菜（木造中）
第３位　新岡結衣（Ｋ・Ｙ・Ｎ）
第３位　長内真鈴（Ｋ・Ｙ・Ｎ）

〈個人の部〉〈個人の部〉

〈一般ダブルスの部〉

卓　球 
穂波小学校体育館

優  勝　盛真人・盛昭人チーム
第２位　長谷川順哉・福田慎太郎チーム
第３位　葛西裕・奈良岡祐太チーム
第３位　秋田谷湧登・神和磨チーム

 バドミントン 
木造体育センタ－


